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男
性
ド
ラ
イ
バ
ー

特
積
３
・
５
％
減

ー
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編
ー

倒
産
増
加
率
高
止
ま
り

12
月 

コ
ロ
ナ
破
綻
深
刻
さ
続
く

12月 前年同月比（増率）

農・林・漁・鉱業 ▲11.1%

建設業

製造業

卸売業

小売業

金融・保険業

不動産業

運輸業

情報通信業

サービス業ほか

合　　計

倒　産　件　数
産　　業

　

12
月
の
負
債
額
１
０
０
０

万
円
以
上
の
全
国
企
業
倒
産

件
数
は
、
前
年
同
月
比
33
・

６
％
増
の
８
１
０
件
と
21
カ

月
連
続
で
前
年
同
月
を
上
回

っ
た
。
２
０
２
３
年
で
は
最

多
件
数
と
な
り
、
年
末
の
業

績
回
復
の
遅
れ
で
事
業
継
続

を
諦
め
る
企
業
が
目
立
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
京
都
の
倒

産
件
数
は
21
件
。
東
京
商
工

リ
サ
ー
チ
が
２
０
２
４
年
１

月
に
発
表
し
た
。

　

総
数
の
う
ち
、
倒
産
し
た

企
業
で
中
小
規
模
が
占
め
る

割
合
は
99
・
８
％
と
な
る
。

こ
の
中
従
業
員
数
10
人
未
満

が
全
体
の
89
・
３
％
を
占
め

た
。

　

産
業
別
に
見
る
と
、
10
カ

テ
ゴ
リ
の
う
ち
、
８
業
種
が

前
年
同
月
を
上
回
る
。
特
に

サ
ー
ビ
ス
業
他
は
２
６
７

件
と
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な

り
、
16
カ
月
連
続
で
前
年

同
月
を
超
え
て
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
。

　

一
方
、
20
年
２
月
以
降

に
起
こ
っ
た
コ
ロ
ナ
関
連

の
経
営
破
綻
は
12
月
末
時

点
で
、
８
０
４
４
件
に
上

っ
た
。
う
ち
京
都
は
２
１

５
件
。
コ
ロ
ナ
破
綻
の
ト

レ
ン
ド
は
22
年
か
ら
一
気

に
強
ま
り
、
増
勢
傾
向
に

あ
る
。

　

今
月
の
倒
産
件
数
は
２

７
８
件
。
業
種
別
で
は
食

材
や
光
熱
費
負
担
に
苦
し

む
飲
食
業
が
突
出
し
て
多

く
、
以
降
に
ア
パ
レ
ル
関

連
（
製
造
・
販
売
）、
飲

食
料
品
卸
売
業
、
食
品
製

造
、
貨
物
自
動
車
運
送
業

と
続
く
。

　

分
析
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
脱
却
が
進
む

一
方
で
業
績
回
復
が
見
通

せ
ず
に
脱
落
す
る
企
業
が

多
く
、
こ
う
し
た
情
勢
は

今
後
も
続
く
と
み
ら
れ

る
。

　

物
価
高
や
人
手
不
足
の

要
因
も
大
き
く
、
こ
れ
か

ら
の
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。

近畿で協力し業界改善へ
事故車見積りセミナー開く近車協連

　

冒
頭
、
大
嶋
会
長
は
「
近

畿
で
連
携
し
た
事
業
を
し
た

い
と
こ
れ
ま
で
考
え
て
き

た
。
適
正
な
料
金
交
渉
は
業

界
の
地
位
向
上
に
必
要
だ
。

知
識
を
身
に
つ
け
、
業
界
が

変
わ
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
」
と
開
催
の
趣
旨
を
語

っ
た
。

　

会
場
に
は
近
畿
の
各
府
県

か
ら
96
人
が
参
加
。
２
部
制

で
開
催
し
、
１
部
は
ボ
デ
ー

リ
ペ
ア
技
術
研
修
所
の
永
縄

俊
裕
氏
が
講
師
で
登
壇
。
全

国
の
修
理
工
場
の
ア
ン
ケ
ー

あいさつする大嶋会長

起
こ
り
や
す
い
作
業
の
半
分

が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
設
定

さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
特

に
指
数
に
含
ま
れ
て
い
な
い

バ
ン
パ
ー
修
理
作
業
に
伴
う

部
品
類
の
脱
着
・
取
替
作
業

や
ド
ア
ロ
ッ
ク
解
除
の
た
め

の
パ
ネ
ル
カ
ッ
ト
の
時
間
な

ど
は
請
求
し
な
い
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
、
見
落
と
し
の
確
認

が
必
要
と
注
意
を
促
し
た
。

　

可
燃
性
発
泡
ウ
レ
タ
ン
充

て
ん
や
燃
料
タ
ン
ク
脱
着
は

溶
接
時
の
引
火
を
防
ぐ
手
間

が
生
じ
る
た
め
、
指
数
以
上

の
工
数
を
計
上
す
る
妥
当
性

も
生
じ
る
。

　

超
高
張
力
鋼
板
の
修
理
に

用
い
る
ス
ポ
ッ
ト
カ
ッ
タ
ー

に
関
し
て
は
す
ぐ
に
傷
む
ケ

ー
ス
が
多
く
、
使
用
頻
度
に

応
じ
て
レ
バ
ー
レ
ー
ト
に
反

映
す
る
必
要
性
を
語
っ
た
。

　

補
修
塗
装
指
数
で
は
新
品

バ
ン
パ
ー
取
り
替
え
時
の
計

上
に
関
し
、
参
考
値
は
フ
ロ

ン
ト
フ
ェ
ン
ダ
ー
ま
で
損
傷

し
て
い
る
実
態
を
反
映
し
て

い
な
い
と
し
、
準
備
時
間
や

調
色
時
間
を
踏
ま
え
て
自
力

で
算
出
す
る
と
よ
い
と
助

言
。
玉
突
き
事
故
で
起
き
る

非
連
続
パ
ネ
ル
塗
装
に
関
し

て
は
、
隣
接
パ
ネ
ル
へ
の
ぼ

か
し
塗
装
分
も
プ
ラ
ス
し
て

計
上
す
べ
き
と
説
明
し
た
。

カ
ラ
ー
ク
リ
ヤ
ー
塗
装
の
塗

り
数
値
の
運
用
に
は
指
数
が

　

近
畿
圏
の
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
府
県
の
垣
根
を
超
え

た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
近
畿
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
（
近
車
協

連
、
大
嶋
明
会
長
）
は
、
２
日
に
「
事
故
車
見
積
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
難
波
御
堂
筋
ホ
ー

ル
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
催
し
、
事
故
車
修
理
の
損
保
会
社
へ
の
見
積
書
作
成
を
テ

ー
マ
に
講
演
と
、
現
場
の
悩
み
に
代
表
パ
ネ
ラ
ー
が
応
え
る
座
談
会
を
実
施
。
近
車
協

連
傘
下
の
事
業
者
で
広
く
知
識
を
共
有
し
、
適
正
な
料
金
交
渉
の
実
現
を
目
指
す
。

考
え
、
ツ
ケ
が
経
営

に
回
ら
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

　

脱
着
・
取
替
指
数

に
関
し
て
は
「
見
積

も
り
で
記
入
漏
れ
の

ト
を
ま
と
め
た
「
全
国
見
積

り
事
情
パ
ー
ト
Ⅲ
」（
プ
ロ

ト
リ
オ
ス
刊
）
を
題
材
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
。

　

第
一
部
の
冒
頭
、
永
縄
氏

は
指
数
対
応
単
価
全
般
の
問

題
と
し
て
、「
事
故
車
修
理

で
は
指
数
を
参
考
と
考
え
、

柔
軟
な
見
積
書
作
成
が
大

切
」
と
前
提
を
説
明
。
レ
バ

ー
レ
ー
ト
に
関
し
て
も
「
請

求
根
拠
に
な
っ
て
い
る
か
を

指
数
に
縛
ら
れ
ず

見
合
っ
た
報
酬
を

現
場
か
ら
の
悩
み

実
践
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

な
い
た
め
、
３
コ
ー
ト
パ
ー

ル
の
指
数
を
参
考
に
し
な
が

ら
も
、
作
業
が
広
範
囲
に
な

っ
た
り
、
色
と
ま
り
が
悪
か

っ
た
り
す
る
た
め
、
増
加
分

を
計
上
す
る
こ
と
も
ア
ド
バ

イ
ス
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
外
板
鈑
金

修
正
指
数
や
内
板
骨
格
修
正

指
数
に
つ
い
て
も
紹
介
し

た
。

　

第
２
部
で
は
会
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
現
場

が
抱
え
る
悩
み
に
関
し
、
近

畿
圏
の
鈑
金
塗
装
工
場
の
代

表
者
が
実
践
的
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
永
縄

氏
、
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
オ

ク
ム
ラ
（
京
都
市
山
科
区
）

の
奥
村
泰
正
社
長
、
ミ
ス
タ

ー
ト
ン
カ
チ
（
奈
良
市
）
の

中
村
悟
社
長
、
服
部
鈑
金

塗
装
（
和
歌
山
市
）
の
服
部

寛
紀
社
長
の
４
人
が
登
壇
し

た
。

　

質
問
で
は
車
体
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
剥
が
す
の
に
手
間
が

か
か
る
こ
と
に
関
し
、
ど
う

対
処
す
れ
ば
良
い
か
が
投
げ

か
け
ら
れ
た
。
服
部
氏
は

「
き
ち
ん
と
ペ
ー
パ
ー
の
使

用
や
か
か
っ
た
時
間
の
証
拠

を
残
し
、
実
時
間
を
請
求
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
解
答
。

　

中
古
部
品
使
用
時
の
加
工

に
か
か
る
工
賃
割
り
増
し
に

関
し
て
も
質
問
が
挙
が
っ

た
。
永
縄
氏
は
「
中
古
部

品
を
使
っ
た
と
き
に
、
新
品

よ
り
安
け
れ
ば
協
定
し
や
す

い
。
少
な
く
と
も
新
品
の
７

〜
８
割
程
度
ま
で
は
金
額
を

抑
え
る
必
要
は
あ
る
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

輸
入
車
の
修
理
見
積
も
り

に
関
し
、
輸
入
車
の
標
準
作

業
時
間
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
ミ
ッ

チ
ェ
ル
」
を
使
う
べ
き
か
と

い
う
質
問
に
奥
村
氏
が
「
近

年
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
追
い
つ

か
な
い
ペ
ー
ス
で
新
モ
デ
ル

が
出
て
い
る
た
め
、
参
考
に

す
る
こ
と
は
少
な
い
」
と
述

べ
、「
基
本
的
に
は
レ
バ
ー

レ
ー
ト
と
、
修
理
に
か
か
る

実
額
で
計
算
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
交
渉
は
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
」
と
語
っ
た
。

　

指
数
対
応
単
価
の
疑
問
も

挙
げ
ら
れ
た
。
自
社
レ
バ
ー

レ
ー
ト
を
提
示
し
て
も
、
ア

ジ
ャ
ス
タ
ー
の
指
定
レ
ー
ト

に
引
き
戻
さ
れ
る
と
い
う
事

業
者
に
対
し
、
中
村
氏
は

「
そ
も
そ
も
突
き
返
さ
れ
る

も
の
。
値
引
き
し
た
い
と
思

わ
れ
る
項
目
が
多
い
か
、
損

保
か
ら
の
評
価
の
問
題
の
い

ず
れ
か
だ
」
と
個
別
交
渉
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。


